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く
が
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
感
染
防
止
の
た
め
、
参
加
者
を

縮
小
し
て
開
催
さ
れ
て
い
た
定
時
総
会
が
、
今
年
度
も
同
様
に
令

和
４
年
５
月
27
日
（
金
）
午
後
２
時
か
ら
南
城
市
中
央
公
民
館
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第８面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報 令和4年６月１０日（金）

広報第３０号

【 令 和 ４年 度 定 時 総 会 開 催 】

功績のあった会員《１０名を表彰 》

～子や孫に伝えたいふるさとの民話～

パート５「沖縄県の民話百選より（沖縄県生活福祉部発行）

会
員
の
皆
様
方
に
は
、

日
々
ご
健
勝
に
お
過
ご

し
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
先
般
開
催
し

ま
し
た
定
時
総
会
は
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
未

だ
に
収
束
の
兆
し
が
見

え
な
い
状
況
下
で
、
今

年
度
も
感
染
防
止
の
観

点
か
ら
不
本
意
な
が
ら

参
加
者
を
限
定
し
て
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

会
員
の
皆
様
に
は
趣

旨
を
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
っ
た
こ
と
に
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

定
時
総
会
は
総
括
と

方
針
を
確
認
し
、
向
こ

う
一
年
皆
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
し
ょ
う
と
決
意

す
る
場
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
の
懇
親
会
は
会

員
同
士
が
会
う
機
会
の

少
な
い
中
、
一
年
に
一

度
、
一
堂
に
会
し
て
親

睦
・
交
流
を
深
め
る
唯

一
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

今
期
も
中
止
と
な
っ
た

こ
と
は
残
念
で
な
り
ま

せ
ん
。

挨拶を述べる

奥原則和理事長

▽

か
え
る
と
か
に
の
競
争
△

む
か
し
、
か

え
る
と
か
に
は
、

天
気
の
よ
い
月

の
き
れ
い
な
十

五
夜
の
晩
に
ど
っ

ち
が
速
い
か
競

争
す
る
こ
と
に

な
っ
た
ん
だ
と
。

い
よ
い
よ
、

月
の
き
れ
い
な

十
五
夜
に
、
か

え
る
と
か
に
は

浜
辺
に
や
っ
て

来
た
。

「
か
に
さ
ん
、

ぼ
く
を
背
中
に
乗
せ
て

走
っ
て
ご
ら
ん
。
」
か

に
は
、
か
え
る
を
背
中

に
乗
せ
て
、
サ
ー
ツ
、

サ
ー
ツ
と
走
っ
た
。

「
わ
あ
、
か
に
さ
ん

速
い
な
あ
。
」
と
か
え

る
が
言
っ
た
。
「
さ
あ
、

か
え
る
さ
ん
、
今
度
は

君
が
走
る
番
だ
よ
。
」

か
に
が
言
う
と
、
か
え

る
は
、
「
そ
れ
じ
ゃ
あ
、

か
に
さ
ん
、
ぼ
く
の
腰

に
乗
っ
て
く
だ
さ
い
。

乗
っ
た
ら
、
君
は
ず
っ

と
月
を
見
て
る
ん
だ
よ
。

君
の
そ
の
目
玉
で
下
を

見
た
ら
速
い
か
ら
息
が

止
ま
っ
て
し
ま
う
よ
。

そ
し
た
ら
、
君
は
落
っ

こ
ち
て
死
ん
で
し
ま
う

か
ら
ね
。
」
と
い
っ
た
。

か
に
は
か
え
る
に
言

わ
れ
た
と
お
り
、
か
え

る
の
腰
に
乗
っ
て
、
ず
っ

と
月
を
見
て
い
た
。
す

る
と
、
雲
が
月
に
向
か
っ

て
ど
ん
ど
ん
流
れ
て
い

く
の
で
、
と
っ
て
も
速

く
走
っ
て
い
る
よ
う
に

思
っ
た
ん
だ
っ
て
。

「
わ
あ
、
か
え
る
さ
ん

は
早
い
な
あ
。
」
か
え

る
の
腰
の
上
で
か
に
が

言
っ
た
。
「
ど
う
だ
、

ぼ
く
の
ほ
う
が
速
い
だ

ろ
う
。
さ
あ
、
も
う
疲

れ
た
か
ら
、
降
り
て
く

れ
。
」
か
に
が
か
え
る

の
腰
か
ら
降
り
て
周
り

を
み
わ
た
す
と
、
元
の

所
に
い
た
ん
だ
っ
て
、

か
え
る
は
か
に
を
だ

ま
し
て
い
た
ん
だ
ね
。

か
に
は
も
う
怒
っ
て
ね
、

か
え
る
の
腰
の
骨
を
つ

か
ま
え
て
フ
サ
ン
と
折
っ

た
ん
だ
っ
て
、
そ
の
時

か
ら
、
か
え
る
の
腰
の

骨
は
折
れ
た

ま
ま
に
な
っ

た

そ

う

だ

よ
。

本
土
復
帰
50

周
年
を
迎
え
、

戦
前
、
戦
後
の

貧
し
く
厳
し
い

中
、
苦
を
笑
い

に
変
え
、
明
る

く
、
精
神
的
豊

か
さ
を
失
わ
な
い

沖
縄
県
民
を
誇
り
に
思

う
。
こ
の
様
な
時
代
を

生
き
抜
き
体
験
し
た
こ

と
を
次
世
代
に
伝
え
る

こ
と
は
、
我
々
シ
ル
バ
ー

世
代
の
責
務
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
？

筆
舌
に
尽
く
せ
ぬ
悲

惨
な
戦
争
体
験
、
廃
墟

の
中
、
創
意
と
工
夫
に

よ
り
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
生

地
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド

レ
ス
、
空
き
缶
で
カ
ン

カ
ラ
サ
ン
シ
ン
、
コ
ー

ラ
瓶
の
コ
ッ
プ
、
薬
莢

（
や
っ
き
ょ
う
）
ラ
ン

プ
、
メ
リ
ケ
ン
袋
（
小

麦
粉
入
れ
）
で
肌
着
作

り
、
米
軍
生
地
の
学
生

服
な
ど
、
先
人
の
生
き

る
知
恵
、
数
え
上
げ
れ

ば
き
り
が
な
い
。
折
し

も
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
。
戦
争
が
い
か

に
愚
か
な
行
為
で
あ
る

か
。

と
思
う
こ
の
頃
で

す
。

中
村
正
賢

定
時
総
会
で
は
、
議
事

と
し
て
令
和
３
年
度
事
業

報
告
及
び
収
支
決
算
、
令

和
４
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
、
令
和
3
年
度

第
2
次
補
正
予
算
、
理
事

及
び
監
事
の
辞
任
に
伴
う

後
任
役
員
の
選
任
、

理
事

長
に
対
す
る
権
限
委
任
、

令
和
３
年
度
中
に
改
正
等

が
行
わ
れ
た
定
款
及
び
規

程
の
報
告
が
事
務
局
か

ら
提
案
・
報
告
が
な
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

又
、
定
時
総
会
後
、

本
セ
ン
タ
ー
事
業
に
功

績
の
あ
っ
た
会
員
の
表

彰
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

（
永
年
継
続
会
員
表
彰
）

知
念
班

永
吉
利
子
氏

佐
敷
班

玉
城
澄
雄
氏

佐
敷
班
普
天
間
邦
夫
氏

大
里
班

冝
保
安
英
氏

大
里
班

玉
城
貞
雄
氏

玉
城
班

西
原
正
秀
氏

知
念
班

運
天
先
康
氏

大
里
班
津
嘉
山
絹
子
氏

大
里
班

城
間
敏
光
氏

大
里
班

川
満

孝
氏

【
順
不
同
】

令和 4年度定時総会

さ
て
、
昨
年
度
を
振

り
返
り
ま
す
と
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
は
若
干
受
け

た
も
の
の
、
４
月
か
ら

公
園
や
体
育
施
設
等
の

管
理
が
民
間
委
託
と
な

り
、
就
業
減
に
よ
り
契

約
高
に
影
響
が
で
ま
し

た
。
し
か
し
後
半
に
入

り
新
た
な
就
業
で
挽
回

し
、
契
約
高
、
配
分
金

と
も
２
年
度
よ
り
増
加

と
な
り
ま
し
た
。
事
務

局
・
会
員
の
就
業
開
拓

と
就
業
で
の
頑
張
り
の

結
果
で
あ
り
、
感
謝
い

た
し
ま
す
。

会
員
数
で
は
昨
年
４

月
に
長
期
未
就
業
者
や

長
期
会
費
未
納
者
の
意

思
確
認
等
を
行
い
、
大

幅
な
退
会
者
が
出
ま
し

た
が
、
そ
の
後
の
チ
ラ

シ
等
で
の
勧
誘
活
動
に

よ
っ
て
入
会
希
望
者
が

急
増
、
会
員
は
増
加
の

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

就
業
拡
大
と
会
員
拡

大
は
、
全
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
の
共
通
課

題
で
す
。
引
き
続
き
会

員
・
事
務
局
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
き
ま

し
ょ
う
。

と
こ
ろ
で
、
就
業
時

に
は
自
身
の
体
調
や
作

業
現
場
の
状
況
等
を
確

認
し
、
万
全
な
注
意
を

払
っ
て
作
業
を
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
一
度
「
安
全
就
業
」

は
何
よ
り
も
優
先
す
る

こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
事

故
防
止
に
努
め
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

結
び
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は

未
だ
に
衰
え
を
見
せ
ま

せ
ん
。
引
き
続
き
感
染

防
止
の
遵
守
を
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

か
ら
暑
く
な
る
季
節
で

す
。
熱
中
症
等
体
調
管

理
に
十
分
ご
留
意
さ
れ
、

今
後
と
も
元
気
で
活
躍

さ
れ
ま
す
よ
う
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

☆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と

共
存
す
る
新
し
い

生
活
様
式
☆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
デ
ル
タ
株
、

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
変
異

を
遂
げ
な
が
ら
、
未
だ

に
収
束
の
目
途
も
立
た

な
い
。
そ
の
様
な
感
染

症
と
共
存
す
る
新
し
い

生
活
様
式
を
（
公
社
）

沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
が
発
行
し
て

い
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の

中
か
ら
抜
粋
し
て
紹
介

し
ま
す
。

（
基
本
的
な
感
染
予
防

対
策
は
、
前
号
掲
載
記

事
参
照
）

◎
買
い
物

〇
通
販
も
利
用

〇
一
人
ま
た
は
少
人
数

で
す
い
た
時
間
に

〇
電
子
決
済
を
利
用

〇
計
画
を
立
て
て
素
早

く
済
ま
す

〇
サ
ン
プ
ル
な
ど
展
示

品
へ
の
接
触
は
控
え

め
に

〇
並
ぶ
と
き
は
、
前
後

に
距
離
を
と
っ
て

◎
公
共
交
通
機
関
の
利

用
〇
会
話
は
控
え
め
に

〇
混
ん
で
い
る
時
間
帯

は
避
け
て

〇
徒
歩
や
自
転
車
利
用

も
併
用
す
る

◎
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
等

〇
公
園
は
す
い
た
時
間
・

場
所
を
選
ん
で

〇
筋
ト
レ
や
ヨ
ガ
は
十

分
に
人
と
の
間
隔
を
、

も
し
く
は
自
宅
で
動

画
を
活
用

〇
ジ
ョ
ギ
ン
グ
は
少
人

数
で

〇
す
れ
違
う
と
き
は
距

離
を
と
っ
て

〇
予
約
制
を
利
用
し
て

ゆ
っ
た
り
と

〇
狭
い
部
屋
で
の
長
居

は
し
な
い

〇
歌
や
応
援
は
、
十
分

な
距
離
を
と
る
か
、

オ
ン
ラ
イ
ン
で

◎
食
事

〇
持
ち
帰
り
や
出
前
、

デ
リ
バ
リ
ー
も

〇
屋
外
空
間
で
気
持
ち

よ
く

〇
お
お
皿
を
避
け
て
、

料
理
は
個
々
に
盛
り

付
け
を

〇
対
面
で
は
な
く
横
並

び
で
座
ろ
う

〇
料
理
に
集
中
し
、
お

し
ゃ
べ
り
は
控
え
め

に
〇
お
酌
、
グ
ラ
ス
や
お

ち
ょ
こ
の
回
し
飲
み

は
避
け
て

◎
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
参

加
〇
接
触
確
認
ア
プ
リ
の

活
用
を

〇
発
熱
や
風
邪
の
症
状

が
あ
る
場
合
は
参
加

し
な
い

◇
就
業
の
一
丁
目
一
番
地
◇

編集後記



会員の平均年齢 会員の最高年齢

男　性 女　性 全　体 男　性 女　性

地　区　別　会　員　数

男　性 女　性 合　計 構成比

佐　敷　地　区

知　念　地　区

玉　城　地　区

大　里　地　区

合　　　計

72.8 73.8 72.7 89歳 89歳

63 8 71 30.6%

27 9 36 15.5%

51 11 62 26.7%

55 8 63 27.2%

196人 36人 232人 100.0%

契　約　金　額　（円）

合 計
就業率
（％）

配分金 材料費 事務費

4月 65 306 886 115 3,791,296 500,977 567,335 4,859,608

5月 12 309 727 96 2,946,442 613,504 440,952 4,000,898

6月 33 311 1,245 108 5,189,774 1,123,528 777,212 7,090,514

7月 45 310 1,470 114 6,136,198 1,388,668 939,310 8,464,176

8月 32 308 1,196 105 5,114,870 1,007,666 789,068 6,911,604

9月 32 313 1,381 119 6,028,572 1,670,611 940,474 8,639,657

10月 36 309 1,607 121 6,802,384 1,340,161 1,058,924 9,201,469

11月 45 308 1,545 125 6,713,955 1,681,618 1,055,297 9,450,870

12月 43 306 1,490 125 6,435,751 1,384,434 1,022,948 8,843,133

1月 28 308 1

公益社団法人南城市シルバー人材センター

令和3年度月別事業契約状況表
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

請　負　事　業

月
受注
件数

会員数
請負延
人員

就業
実人員

,321 121 5,649,405 1,042,018 898,878 7,590,301

2月 24 309 1,484 125 6,228,424 1,323,463 973,429 8,525,316

3月 40 305 1,465 123 6,245,947 1,465,223 969,986 8,681,156

計 435 305 164 67,283,018 14,541,871 10,433,813 92,258,702

37.6

31.1

34.7

36.8

34.1

38.0

39.2

40.6

40.8

39.3

40.5

40.3

15,817 53.8

延人員

（折れ線ｸﾞﾗﾌ）

単位（人）

契約金額

（棒グラフ）

単位（円）

第７面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報 令和４年６月１０日（金） 第２面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報 令和4年６月１０日（金）

◇

グ
ラ
フ
で
見
る

◇

令
和
3
年
度
事
業
実
績

会員の状況 (令和4年3月31日現在)

『 平成 ３０ 年 度～ 令和 ４年 ２月 １日 まで 』

入 会 会 員 の 状 況

◇

７

月

は

◇

「
安
全
・
適
正
就
業
強
化
月
間
」

全
国
統
一
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
い
つ
ま
で
も

働
く
喜
び
無
事
故
か
ら
」

本
セ
ン
タ
ー
で
は
、

地
域
の
期
待
と
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
新
規
会

員
の
拡
大
は
、
喫
緊
の

課
題
と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
「
安

全
で
魅
力
あ
る
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」
を
実

現
し
、
多
様
な
知
識
と

経
験
を
持
つ
高
齢
者
の

加
入
促
進
を
図
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
す
。

今
年
度
も
全
シ
協
、

県
連
合
及
び
各
拠
点
セ

ン
タ
ー
で
は
、
「
７
月

１
日
～
７
月
31
日
」
を

安
全
・
適
正
就
業
強
化

月
間
と
定
め
、
「
い
つ

ま
で
も
働
く
喜
び
無
事

故
か
ら
」
を
全
国
統
一

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
推
進
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

本
セ
ン
タ
ー
で
も
、

機
会
あ
る
ご
と
に
安
全
・

適
正
就
業
に
つ
い
て
は

注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
残
念
な
が
ら
、

重
篤
事
故
に
は
至
ら
な

い
ま
で
も
軽
易
な
事
故

が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

本
セ
ン
タ
ー
の
取
り

組
み

提
供
さ
れ
た
仕
事
を

安
全
適
正
に
遂
行
で
き

る
よ
う
、
安
全
意
識
の

高
揚
と
啓
発
活
動
を
行

う
。

〇
安
全
・
適
正
就
業
推

進
委
員
会
の
開
催

〇
安
全
・
適
正
就
業
推

進
員
の
配
置
と
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
の
実
施

〇
安
全
・
適
正
就
業
強

化
月
間
の
推
進
（
安
全
・

適
正
就
業
推
進
大
会
を

含
む
）

〇
「
適
正
な
運
営
の
た

め
の
受
注
基
準
」
に
基

づ
く
受
注
の
徹
底

〇
安
全
・
適
正
就
業
に

関
す
る
朝
礼
で
の
情
報

提
供会

員
の
皆
さ
ん

、

「
こ
の
安
全
・
適
正
就

業
強
化
月
間
」
を
契
機

に
「
事
故
ゼ
ロ
」
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。



令和3年度　派遣事業実績状況
令和3年4月1日から令和4年3月31日まで

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

95 54 124 128 122 115 125 110 114 97 96 114

95 149 273 401 523 638 763 873 987 1,084 1,180 1,294

102 93 105 101 105 101 107 101 98 97 96 111

102 195 300 401 506 607 714 815 913 1,010 1,106 1,217

R2年度 月間合計

R2年度 累計額

R3年度 月間合計

R3年度 累計額

R2年度 月間合計

R2年度 累計額

R3年度 月間合計

R3年度 累計額

485,936 276,012 647,785 676,614 644,987 608,154 632,016 567,050 579,249 481,492 480,150 570,460

485,936 761,948

505,032 463,342 521,158 500,082 523,402 493,152 529,892 501,886 487,322 484,858 481,272 554,774

505,032 968,374

1,409,733 2,086,347 2,731,334 3,339,488 3,971,504 4,538,554 5,117,803 5,599,295 6,079,445 6,649,905

1,489,532 1,989,614 2,513,016 3,006,168 3,536,060 4,037,946 4,525,268 5,010,126 5,491,398 6,046,172

第３面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報 令和４年６月１０日（金） 第６面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報 令和4年６月１０日（金）

公
益
社
団
法
人

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会

シ
ル
バ
ー
川
柳
入
選
作

▽
あ
ゝ
愛
し
の
う
ち
な
ー
ぐ
ち
△

パ
ー
ト
20

「
昔
（
ん
か
し
）
い
く
と
ぅ
ば
ー
む
ど
う
か

ら
ん
」
と
い
わ
れ
、
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
（
的
を
得
て
い
る
の
で
）
逆
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
と
い
う
。
今
回
は
そ
の
よ
う
な

「
こ
と
わ
ざ
」
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

〇

あ
れ
ー

あ
い
ぬ
暮
ら
し

ね
ー
ん
ね
ー

ね
ー
ん
暮
ら
し

意
味＝

（
お
金
）
が
あ
れ
ば
有
る
よ
う
な
暮

ら
し
方
、
無
け
れ
ば
な
い
の
に
見
合
う

よ
う
な
暮
ら
し
を
す
る
こ
と
。
無
い
の

に
見
栄
を
張
っ
た
り
、
贅
沢
を
し
て
は

い
け
な
い
。
分
相
応
な
暮
ら
し
を
し
ま

し
ょ
う
。

〇

い
ー
ば
っ
ぺ
ー
や

ち
ち
の
ー
し

意
味＝

他
人
の
言
い
間
違
い
は
、
聞
く
側
で

修
正
し
た
い
も
の
で
す
。
言
い
間
違
い

に
い
ち
い
ち
目
く
じ
ら
を
立
て
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

〇

き
ら
ま
ー
み
ー
し
が

ま
ち
げ
ー
み
ー
ら
ん

意
味＝

遠
く
の
慶
良
間
諸
島
は
見
え
る
け
ど
、

自
分
の
ま
つ
毛
は
見
え
な
い
。
灯
台
下

暗
し
と
同
義
語
。

〇

さ
け
ー

ぬ
む
し
ど
う
や
る

さ
き
ん
か
い

ぬ
ま
り
ん
な

意
味＝

酒
は
飲
む
も
の
で
あ
っ
て
酒
に
飲
ま

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
酒
は

適
度
に
飲
む
の
で
あ
っ
て
、
前
後
不
覚

に
な
る
ま
で
飲
む
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

〇
昼
寝
し
て

「
夜
眠
れ
ぬ
」
と

医
者
に
言
い

〇
人
生
も
野
球
も

最
後
は
ホ
ー
ム
で
す

〇
天
国
の
友
へ

昼
寝
で
会
い
に
ゆ
く

〇
耳
遠
く
あ
の
世
の

お
呼
び
聞
こ
え
な
い

〇
還
暦
は
「
も
う
」
と

「
ま
だ
」
と
を

使
い
分
け

〇
医
者
よ
り
も
様
子

よ
く
聞
く
見
舞
客

〇
い
つ
も
ビ
リ
天
国

行
き
も
ビ
リ
で
良
し

〇
年
の
差
が
だ
ん
だ
ん

開
く
妻
の
謎

〇
お
い
！
お
ま
え
！

い
つ
し
か
妻
の

名
を
忘
れ

〇
持
て
余
す
暇
を

余
裕
と
言
い
聞
か
せ

〇
口
喧
嘩
相
手

な
く
し
て
日
の
長
し

〇
脳
み
そ
に
移
し

変
え
た
い
顔
の
し
わ

新
任
役
員
紹
介

令
和
４
年
度
定
時

総
会
に
お
い
て
、
新

役
員
に
選
任
さ
れ
ま

し
た
。

理
事
（
特
別
会
員
）

當
眞
隆
夫
氏

理
事
（
特
別
会
員
）

玉
城

勉

氏

監
事
（
特
別
会
員
）

中
村

勉

氏

ハイサイ！はいたい！ 会員でーびる ☆
ゆ
た
さ
る
ぐ
と
ぅ
う
に
げ
～
さ
び
ら

☆

大
里

平
良
孝
子
さ
ん

知
念

仲
里
新
勇
さ
ん

・
休
日
は
？
食

事
や
買
い
物
を

楽
し
ん
で
い
ま

す
。

・
南
城
市
の
相

談
窓
口
で
紹
介

さ
れ
シ
ル
バ
ー

へ
入
会
。

・
好
な
食
べ
物

は
？
リ
ン
ゴ
や

バ
ナ
ナ
が
好
物
。

・
釣
り
が
好
き

で
釣
り
仲
間
と

沖
釣
り
な
ど
を

楽
し
ん
で
い
る
。

・
シ
ル
バ
ー
は

仲
間
つ
く
り
や

同
世
代
と
一
緒

に
仕
事
が
で
き

嬉
し
い
。

・
沖
縄
そ
ば
と

果
物
が
好
物
。

・
若
い
と
き
空

手
（
四
段
）
を

習
い
、
体
を
動

か
す
の
が
好
き
。

・
入
会
し
仲
間

が
増
え
た
。
会

員
同
士
の
会
話

が
楽
し
い
。

・
麩
（
フ
）
ち

や
ん
ぷ
る
ー
が

好
物
。

佐
敷

知
念
温
助
さ
ん



写真で見る活動状況

第４・５面 公益社団法人 南城市シルバー人材センター広報 令和4年6月１０日（金）

ちばりよ～
わった～

シル バー 仲間

古謝景春南城市長表敬後記念撮影（市庁舎展望台）

南城福祉会への派遣事業 利用者の送迎に励む小出俊英さん

奥原理事長から表彰状を受ける永吉さん

令和4年度定時総会 議案審議に熱心です。

去
っ
た
４
月
26
日
午
後
2
時
、
奥
原

則
和
理
事
長
、
中
村
正
賢
副
理
長
、

井
上
英
之
事
務
局
長
は
、
市
長
室
に

古
謝
景
春
南
城
市
長
を
表
敬
訪
問
、

市
長
就
任
へ
の
祝
意
と
日
頃
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
支
援
へ
の
お
礼
、

今
後
の
更
な
る
支
援
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
市
長
は
、
シ
ル
バ
ー
設
立
に

も
関
わ
り
、
そ
の
果
た
す
役
割
は
十

分
理
解
し
て
い
る
。
地
域
の
た
め
頑

張
っ
て
欲
し
い
と
激
励
さ
れ
ま
し
た
。

（
関
連
上
記
写
真
）

定時総会開始直前の執行部席の様子

表彰状を手に受賞者の皆さん

市道 銭又・平川線の除草作業 （車両誘導も丁寧に）

知念城跡の除草作業（史跡保全に貢献） 島尻環境美化センターで資源ごみの分別作業に頑張る会員

飛石の防護ネットも気を配る 市道除草

刈り草はグリーンエコリサイクルセンターへ搬入 草刈り・片付け・運搬の各担当が連携


